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 要  旨 
 スキーの滑走原理については学説が複数存在し、今現在最も支持されているのが摩擦融解説[1]である。これは、
スキー底面と雪面の間で発生した摩擦熱によって氷が融解し、その水が潤滑材の役割を果たし滑り易くなるもの
だと唱えられている。ただ、摩擦熱が発生しにくい低速度においてもスキーは滑り易いことから、摩擦融解説に
は疑問が残る。仁木研究室では、短いモデルスキーを用いて摩擦熱が発生しにくい 1m/s 以下の条件下で実験を行
ったところ、-１０℃の低温付近で摩擦係数が 0.05 と実際のスキーと同等の低い値を得た[2]。これは、摩擦融解
によって水が発生しない状態でも雪面は滑りやすく、凝着説[3]によって雪面の低摩擦が説明できるものである。
この先行実験を基により 1m/s 以上の高速度における摩擦係数の挙動を検討した。 
〔実験方法〕傾斜させた雪面上を滑走体となるモデルスキーを自然滑走させた。超音波距離センサーや赤外線通
過センサーを用いて、その時の時間 vs.距離の関係から加速度を算出し、さらに動摩擦係数を得た。 
〔結果〕①モデルスキーと雪面との摩擦係数は、融点付近では速度上昇による摩擦係数の減少が 1.4m/s まで続い
たが、それ以上速度が上がっても摩擦係数が減少することが無かった。②粒子径が 0.5mm の摩擦係数が 0.2mm よ
り小さく、③滑走回数が増加するごとに、雪粒子の被削面が大きくなる様子が確認できた。④荷重を変えても摩
擦係数は変化せず、偏光顕微鏡で撮影した写真にも水が発生している様子は見られなかった(図 1)。 
〔考察〕低速度において融点付近では、凝着の効果により雪面とスキー底面の接触時間が長いために凝着力が大
きくなり、そのため摩擦係数が高く粒子径の影響も現れる。だが、速度が上昇する程摩擦係数が減少し、より高
速度になると接触時間が極わずかとなるため、粒子径に依らず摩擦係数は一定の値に落ち着くのではないかと考
えられる。また雪面写真より、摩擦融解が起きていないことも確認できた。 
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図１ 偏光顕微鏡で撮影した雪面の様子 
 
